
労
使
に
学
識
者
を
加
え
た
三

者
が
中
立
性
を
保
ち
な
が
ら
、

生
産
性
運
動
を
進
め
て
い
る
Ｊ

Ｐ
Ｃ
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
を
地
域

的
に
捉
え
る
Ａ
Ｐ
Ｏ
と
協
力
す

る
と
と
も
に
、
同
時
並
行
的
に

二
国
間
で
の
交
流
に
も
比
重
を

置
い
て
、
海
外
で
の
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、

一
九
八
〇
年
代
初
め
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
ほ
か
、各
国

に
専
門
家
を
半
年
派
遣
し
、各
国

生
産
性
本
部
の
体
質
強
化
を
図

る
事
業
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
ハ
ビ

ビ
元
大
統
領
が
国
務
相
時
代
、

人
材
育
成
の
五
十
年
計
画
を
支

援
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

﹁
戦
略
的
な
企
業
を
選
ん
で
管
理

職
を
計
画
的
に
育
成
す
る
た
め

に
、
日
本
の
経
験
を
活
用
し
た

い
と
要
請
を
受
け
た
﹂
と
谷
口

氏
は
当
時
を
振
り
返
る
。

時
代
は
変
わ
り
、
一
年
半
前

に
は
世
界
金
融
危
機
が
顕
在
化
。

先
進
国
が
依
然
景
気
低
迷
に
あ

え
ぎ
、
行
き
過
ぎ
た
市
場
経
済

が
曲
が
り
角
を
迎
え
た
と
の
意

見
も
上
が
っ
て
い
る
。
谷
口
氏

は
、
国
民
運
動
的
に
日
本
で
生

産
性
向
上
を
進
め
て
き
た
経
験

を
、
注
目
を
浴
び
始
め
た
新
興

国
の
代
表
格
で
も
あ
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
活
か
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
指
摘
す
る
。

﹁
島
嶼
国
家
の
た
め
、
発
展

す
る
地
域
が
集
中
化
し
て
お
り
、

全
体
の
底
上
げ
の
け
ん
引
力
と

し
て
、
国
民
運
動
的
な
活
用
が

で
き
れ
ば
お
手
伝
い
の
し
が
い

が
あ
る
。
効
率
の
問
題
と
人
間

的
な
側
面
を
非
常
に
高
い
レ
ベ

ル
で
調
和
、
統
合
さ
せ
る
よ
う

な
こ
と
が
実
現
す
れ
ば
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
も
の
す
ご
い
パ
ワ

ー
に
な
る
。
資
源
が
あ
り
、
人

口
も
あ
り
、
潜
在
的
な
市
場
も

育
成
で
き
る
の
は
強
い
﹂

日
本
経
営
品
質
賞
創
設
の
立

役
者
の
一
人
で
あ
る
谷
口
氏
は

﹁
労
働
生
産
性
を
高
め
る
と
言
っ

て
も
簡
単
に
は
高
ま
ら
な
い
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
か
、
ほ
か

に
な
い
も
の
の
価
値
を
い
か
に

作
り
上
げ
て
い
く
か
。
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
ー
を
ど
う
出
す
か
と

い
う
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て

き
て
い
る
﹂
と
革
新
︵
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
︶
の
重
要
性
も
提
唱

す
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
具
体

的
な
経
済
発
展
を
目
指
す
上
で
、

こ
れ
ま
で
の
他
国
の
産
業
発
展

と
は
違
っ
た
道
が
あ
る
の
で
は

と
分
析
す
る
。

﹁
量
産
を
目
指
す
と
、
完
全

に
価
格
競
争
に
な
る
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
発
展
が
他
国
と
同
じ

道
を
た
ど
る
の
は
問
題
だ
。
つ

ま
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ

て
、
一
番
得
意
な
の
は
何
か
と

い
う
こ
と
。
ま
た
、
か
つ
て
の

日
本
の
よ
う
に
、
一
か
ら
全
部

を
作
り
上
げ
る
﹃
一
セ
ッ
ト
主

義
﹄
を
狙
わ
な
い
方
が
良
い
だ

ろ
う
。
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て

い
て
、
安
い
も
の
が
い
ろ
い
ろ

と
あ
る
。
そ
う
い
う
も
の
に
形

を
加
え
て
総
合
化
し
、
価
値
の

高
い
も
の
を
作
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
﹂

他
国
と
の
協
力
関
係
構
築
に

お
い
て
、﹁
大
切
な
の
は
、
学
ぶ

と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ

と
。
自
分
の
と
こ
ろ
が
優
れ
て

い
る
と
思
う
と
、
大
変
な
お
ご

り
に
な
る
﹂
と
警
告
す
る
谷
口

氏
。﹁
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
含
め
て
、

こ
の
地
域
の
人
々
と
常
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
ち

ゃ
ん
と
違
い
を
理
解
し
合
っ
た

上
で
、
一
緒
に
行
動
を
取
る
よ

う
な
活
動
を
し
た
い
﹂
と
意
気

込
み
を
見
せ
た
。
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
生
産
性
向
上
策

「得意な分野を伸ばす」
「国民運動的な展開を」

日
本
生
産
性
本
部
の
谷
口
理
事
長

一
九
五
五
年
に
設
立
さ
れ
、
分
離
や
統
合
を
繰
り
返
し
た
後
、

今
月
に
は
公
益
財
団
法
人
と
な
っ
た
日
本
生
産
性
本
部
︵
Ｊ
Ｐ

Ｃ
︶
は
、
日
本
の
戦
後
か
ら
高
度
成
長
期
の
生
産
性
向
上
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
だ
け
で
な
く
、
六
一
年
の
国
際
機
関
Ａ

Ｐ
Ｏ
︵
ア
ジ
ア
生
産
性
機
構
︶
設
立
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、

生
産
性
向
上
を
目
指
す
日
本
と
他
国
と
の
交
流
を
進
め
て
き

た
。
四
│
七
日
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
か
れ
た
第
六
回
エ
コ
プ
ロ

ダ
ク
ツ
国
際
展
に
合
わ
せ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
訪
問
し
た
谷
口
恒

明
Ｊ
Ｐ
Ｃ
理
事
長
に
、
他
国
と
の
交
流
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の

今
後
の
関
係
構
築
に
向
け
た
展
望
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

︵
上
野
太
郎
︶

ＪＰＣが日本で毎年行う新入
社員意識調査では、「近年、
出世も給料もほどほどで、海
外にも行きたくないという保
守化が進んでいる」と言う谷
口氏＝清水淳平写す

ス
ズ
キ
の
現
地
販
売
パ
ー
ト

ナ
ー
、
ス
ズ
キ
・
イ
ン
ド
モ
ー

ビ
ル
・
セ
ー
ル
ス
︵
Ｓ
Ｉ
Ｓ
︶

社
は
四
、
五
の
両
日
、
欧
州
で

先
行
発
売
さ
れ
て
い
た
世
界
戦

略
車
の
小
型
Ｍ
Ｐ
Ｖ
︵
多
目
的

車
︶﹁
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
﹂
を
今
月

二
十
一
日
に
販
売
開
始
す
る
と

発
表
し
、
バ
リ
島
で
記
者
向
け

の
試
乗
会
を
行
っ
た
。
販
売
目

標
は
月
五
百
台
。

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
は
排
気
量
一

二
〇
〇
ｃ
ｃ
で
五
人
乗
り
。
ス

ズ
キ
の
イ
ン
ド
工
場
か
ら
の
完

成
車
輸
入
︵
Ｃ
Ｂ
Ｕ
︶
だ
が
、

需
要
が
高
ま
れ
ば
、
今
後
、
現

地
組
み
立
て
の
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
。

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
は
ス
イ
フ
ト
、

グ
ラ
ン
ド
ビ
タ
ー
ラ
、
Ｓ
Ｘ
４

に
続
く
、
ス
ズ
キ
の
世
界
戦
略

車
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
販
売
し
て
い

る
ス
イ
フ
ト
と
共
通
の
も
の
を

使
用
し
て
い
る
が
、
ス
プ
ラ
ッ

シ
ュ
は
若
い
家
族
を
主
な
顧
客

に
設
定
し
て
い
る
。

ス
ズ
キ
は
二
〇
〇
六
年
九
月
、

パ
リ
・
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
ス

プ
ラ
ッ
シ
ュ
の
コ
ン
セ
プ
ト
カ

ー
を
発
表
。
二
〇
〇
八
年
三
月
、

生
産
拠
点
の
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー

で
販
売
を
開
始
し
、
現
在
ま
で

に
欧
州
各
国
に
輸
出
。
ア
ジ
ア

で
は
昨
年
、
ス
ズ
キ
の
最
重
要

拠
点
イ
ン
ド
で
生
産
開
始
し
た
。

ヨ
ハ
ネ
ス
・
サ
ラ
ギ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
会
見

で
﹁
欧
州
で
は
ミ
ニ
ワ
ゴ
ン
と

し
て
の
位
置
付
け
﹂
と
語
り
、

高
い
居
住
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
モ
デ
ル
の
み
の

販
売
で
、
車
種
は
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
上
位
モ
デ
ル
の
Ｇ
Ｌ
の
二

タ
イ
プ
。
販
売
価
格
は
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
が
一
億
三
千
九
百
万
ル

ピ
ア
︵
約
百
三
十
九
万
円
︶、
Ｇ

Ｌ
が
一
億
四
千
五
百
万
ル
ピ
ア

︵
約
百
四
十
五
万
円
︶。

試
乗
会
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
記
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
ら
約
四

十
人
が
参
加
。
十
七
台
の
ス
プ

ラ
ッ
シ
ュ
が
二
日
に
わ
た
り
、

ク
タ
や
ヌ
サ
ド
ゥ
ア
な
ど
、
島

内
各
地
を
結
ぶ
道
を
走
り
回
っ

た
。試

乗
会
を
終
え
て
、
夕
刊
紙

シ
ナ
ー
ル
ハ
ラ
パ
ン
紙
の
ク
リ

ス
タ
ン
ト
・
ハ
ル
タ
デ
ィ
編
集

長
は
﹁
他
社
の
小
型
ハ
ッ
チ
バ

ッ
ク
車
と
比
べ
て
、
競
争
力
の

あ
る
値
段
は
魅
力
だ
﹂
と
評
価

し
た
。

バリ島クタ市内で行
われた試乗会の出陣
式

７
万
台
、シ
ェ
ア
２
ケ
タ

﹁
想
像
以
上
の
需
要
続
く
﹂

大判プリンタ―三種を発表

キャノン

ス
ズ
キ
四
輪

今
年
の
目
標

荏
原
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

居
住
性
と
価
格
で
高
評
価


